
　６年後の東京五輪では、数十兆円規模で
の経済波及効果が発生すると期待されて
いる。県内でも来年の高校総体や2024年
の国体など、大規模なスポーツイベントが
開催されることとなり、これからの動向に
注目が集まる。そこで今回は、総務省の
「経済センサス活動調査」から、主なスポー
ツ産業の市場規模についてみてみたい。
　滋賀県内のスポーツ産業（４産業合計）
の年間売上高は333億円で、全国の同
2.6兆円の約1.3％を占めている。このう
ち最も規模が大きいのは、ゴルフ場や
フィットネスクラブなどの「スポーツ施設
提供業」で、210億円に上る。次いで、「ス
ポーツ用品小売業」（105億円）、スイミン

グスクールなどの「スポーツ・健康教授
業」（14億円）、「スポーツ・娯楽用品賃貸
業」（４億円）が続く。
　過去、大規模なスポーツイベントが開

催されるたびに、一時的ではあるものの
参加人口が増加してきた。10年後の国
体に向けて、県内のスポーツ産業には大
きな商機が到来することになるだろう。
　スポーツへの機運の高まりとともに関
連産業が活性化し、県内景気への刺激と
なることに期待したい。

（（株）しがぎん経済文化センター 中村 雅臣）

産業別データ～平成24年経済センサス活動調査より～

滋賀県内のスポーツ産業の市場規模は、300億円超

あれこれ
県内データ

国体開催で高まるスポーツ機運と
関連産業の活性化に期待

資料：総務省「平成24年経済センサス－活動調査」 スポーツに関連する産業のうち、小売業および主なサービス業を抜粋（観戦ビジネスは除く）

注：カッコ内の値は全国の
　  同産業に占める割合
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　自然との一体感に魅せられ、40年以上セーリング（ヨット）を続

けていますが、海が荒れると大自然の脅威を実感します。

　特に、風の力だけで走るヨットは、いくら天候が荒れようともすぐ

には引き返すことができず自力で耐えなければなりません。その

時に備え、操船技術を磨き、装備をメンテナンスし、気象や海象を

理解するなど、安全に航海するための技能や知識・心構えを習

得する必要があります。これが、いわゆる「シーマンシップ」であり、

一面では「リスク管理」とも言えます。

　「リスク」の語源は大航海時代にまでさかのぼり、「勇気を持って

試みる」という意味があるそうです。リスクがあるからやめるので

はなく、リスクを想定しそれに対応できる備え（リスクコントロール）

をして航海に出ることが重要なのです。

　さて、ビジネスの世界では、企業は競争の激しい既存市場「レッ

ド・オーシャン」から脱するため、競争のない未開拓市場「ブルー・

オーシャン」へ向けた不断のリスクテイクが必要とされます。

　さらに昨今では、地球環境に対する危機意識の高まりから、消

費者の価値観やライフスタイルも変わりつつあり、加えて「企業の

社会的責任（CSR）」もより高い次元で求められることより、「四方

よし（売り手・買い手・世間・地球）」の「グリーン・オーシャン」とも言

われる新たな市場の創造・開拓が急務となっています。

　知恵と勇気をもって、「グリーン・オーシャン」に向けた順風満

帆の船出が期待されます。

滋賀銀行 常務取締役
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「グリーン・オーシャン」
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日野川のほとりで栽培された「やぶきた茶」と「伝統の在来茶」
　日野川の清らかな水で育まれた土地は、お茶の栽培に最適だ。日
野町で生産されるお茶が「朝日山」と称されるのは、３５０年余り前に
日野町のお茶を朝廷に献上した際、その味を賞賛され「朝日山」との
勅号を賜ったからといわれている。その日野町で一貫して無農薬栽
培を続けているのが、創業84年の有限会社満田製茶だ。農薬や除草
剤は一切使用せず、漁場から直接取り寄せた魚肥と採種油かすを主
な肥料にして、安心安全なお茶を提供している。

　今回のイチ押しは、「食の３重丸セレクション」を受賞した特別栽培茶
の「伝統の在来茶」と「やぶきた茶」。自園栽培した生葉を一晩寝かせて
微妙な発酵過程を加え、香りを引き立たせている。「やぶきた茶」は、全
国で一番生産量が多いなじみ深いお茶。「伝統の在来茶」はやさしい
喉ごしと飲みやすさが魅力で昔から栽培されてきたが、最近では手間
がかかるため稀少なお茶になっている。この２つのシリーズには、粉末
茶、γアミノ酸含有のギャバロン茶など、種類も豊富にそろっている。

イチ押し！pick up

■本社／滋賀県蒲生郡日野町西大路2121
■設立／1990（平成２）年 
■代表／満田 久樹
■従業員数／６名
■事業内容／お茶の栽培・製造・卸・小売
■問い合わせ先／TEL：0748-52-0277
■URL／http://www.mitsuda-cha.com/

会社DATA

有限会社満田製茶

※特別栽培茶／農林水産省の「特別栽培農産物」ガイドラインに基づき、農薬、化学肥料を使用せずに栽培したもの
※食の３重丸セレクション／（財）雑賀技術研究所が主催し、独自の基準をクリアした製品に賞を授与して食料自給率の向上、環境負荷低減、食品の安全安心を目指す

みつだ

SHIGAGIN TOPICS

「しが農林漁業成長産業化ファンド」を設立
～地元金融機関と連携し６次産業化をサポート～

　当行は９月25日、滋賀中央信用金庫、長浜信用金庫、湖
東信用金庫、滋賀県信用組合、株式会社農林漁業成長産業
化支援機構、しがぎんリース・キャピタル株式会社と共同で、
６次産業化をサポートするファンド「しが農林漁業成長産業
化投資事業有限責任組合」を設立しました。本組合の設立
目的は、６次産業化に取り組むお取引先への出資とともに、
新たな加工や流通につながる農林漁業の生産性向上など
に向けた総合的なサポートを行うことです。

　投資対象は、農林漁業者（１次産業者）と２次、３次産業
の事業者が共同で設立する６次産業化事業体です。詳しく
はお取引店の担当者までお問い合わせください。
　当行は、滋賀県を中心とした農林漁業の成長産業化によ
り、地域経済の活性化に引き続き努めてまいります。

※６次産業化：１次産業である農林漁業者が生産だけにとどまらず、加工・
流通・販売や地域資源を生かしたサービスなど、２次（製造業）、３次（サー
ビス業）産業にも取り組むこと。
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『しが農林漁業成長産業化ファンド』フロー図

（株）農林漁業
成長産業化支援機構
（A-FIVE）

〈業務〉
①出資
②マッチング
③経営支援

しが６次産業化ファンド
（しが農林漁業成長産業化投資事業有限責任組合）

出資期間は最長15年間
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滋賀銀行、滋賀中央信用金庫、長浜信用金庫、湖東信用金庫
滋賀県信用組合、しがぎんリース・キャピタル

資本性劣後ローン（無担保・無保証）
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